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横瀬の鹿背山神社lこ，横瀬(樫榊� J)出身の大塚チヨノ

さん(大塚製薬の前会長さんの妻で旧姓小笠さん)から

民のうご� 
太鼓が寄進されました。

t世帯数� 1.941 男� 
この奉納式は� 1月15日に行われ，これを祝って小雪 人口�  8181 女句� 

)とケヤキ製の大

4.059 
4.122

昭和55年� l月1日現在

男女計�  

606  
5 
!o 
18 

のちらつく中，約� 150人の稚児たちが農協前を出発し，

稼勢山神社までの� l¥を行列。その後の奉納モチ投げ

には，境内の氏子ら� 500人余りがつめかけ，また午後� 

6時からは芸能大会が開催されるなど， 奉納式典をい

っそう盛り上げました。

今回，ご寄進くださ った大塚さんは，幼少のころ育

ったふるさと勝浦を思い，ふるさとを愛したいわば敬

生
亡
入
出

出

死

転

転

神の一念のあらわれからだと思います。

以来37年ぶりに，再び拝殿前によみがえ ってきたわけ

です。

昭和18年に，同神社の神馬が戦争のため供出されて

大
穂
さ
ん
が
神
属
像
と
文
京
磁
を
寄
進

鹿
背
山
神
社
に
稽
児
行
列


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和54年� 2月� 1日 IJ込 つ ら 第116号 (2) ザコ� 

一般会計
補正

勝浦申央橋新設工事に着手* 

河
野

岡
本

¥}  

¥-

2億8，200万円を追加

鈴江異梁さん

(槻野)

山
村
多
喜
夫
議
員

農
村
後
継
者
対
策
に
つ
い
て 

地

域
開
発
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

井
出

幸
夫
議
員

保
育
所
と
住
民
要
求
に
つ
い
て

(
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
て 
)

ね
た
き
り
の
在
宅
患
者
へ
の
対
策

援
助
に
つ
い
て
(
現
状
と
今
後
の
方

向
) 

水
田
利
用
再
編
対
策
と
町
の

方
針
に
つ
い
て
マ
米
飯
給
食
の
問
題

点
と
今
後
の
方
針

こ
の
議
会
で
決
っ
た
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

-
一
般
会
計
補
正
予
算
は
二
億
八
千

二
百
万
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第 
7
回
)
は
、

二
億
八
千
二
百
七
十
三
万
八
千
円
を

追
加
し
、
総
額
は
二
十
一
億
七
千
六

十
五
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
わ

V VV

V

V

j今


今
回
の
主
な
追
加
の
内
容
は
、
同

和
対
策
事
業
で
勝
浦
中
央
橋
の
新
設

工
事
(
約
二
億
四
千
八
百
万
円
)
を
行


う
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。


-
監
査
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
よ
る
監
交
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
次
の
か
た
が
選
任
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

-
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
、
次
の
か
た
が

任
命
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

中西啓九
(久国)

保
育
所
の
受
付

二
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で

昭
和
五
十
五
年
度
(
四
月
か
ら 
)
の

保
育
所
入
所
申
請
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

-
入
所
で
き
る
人
員

横

瀬

保

育

所

二

一

五

人

生

比

奈

保

育

所

八 

人

沼

江

保

育

所

四 

人

・
入
所
で
き
る
要
件

母
親
の
仕
事
、
疾
病
な
と
の
理
由

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
児

童
で
あ
る
こ
と
。

-
次
の
事
項
に
該
当
す
る
児
童
は
入

所
で
き
ま
せ
ん
。


伝
染
病
、
そ
の
他
悪
質
な
疾
患


を
有
す
る
子


精
神
病
や
悪
癖
を
有
す
る
子


身
体
が
虚
弱
で
集
団
保
育
に
耐


え
れ
な
い
子

O O O・
申
請
受
付
臼
時 

O O

O

泊
江
保
育
所

午
前
八
時
三
十
分

二
月
五
日

十
時
ま
で

i

臨
時
保
田
の
登
録
を

保
育
所
の
保
母
が
長
期
病
欠
・

産
休
な
ど
の
場
合
に
臨
時
保
母
と

し
て
お
願
い
で
き
る
よ
う
、
代
替

職
員
の
登
録
簿
を
作
成
し
ま
す

-
」
希
望
の
か
た
は
申
請
を
し
て
く

だ
き
い
。
た
だ
し
、
保
母
の
資
格

を
有
す
る
者
に
限
り
ま
す
。

。
申
請
締
切
り
期
限

三
月
三
十
一
日
(
月
)

。
申
請
用
紙
は

o

O O 

役
場
住
民
福
祉
謀
に
あ
り
ま

す。
生
比
奈
保
育
所
二
月
六
日

午
前
八
時
三
十
分 
1
十
時
ま
で

横

瀬

保

育

所

二
月
七
日

午
前
八
時
三
十
分

・
申
請
手
続
き

各
保
育
所
の
受
付
日
時
に
、
必
ず

家
族
の
か
だ
が
申
諮
蓄
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い

か
た
は
、
二
月
一
日
か
ら
凶
臼
ま
で

の
聞
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

今
年
か
ら
、
沼
江
保
育
所
で
三


歳
児
を
六
人
、
モ
テ
ル
的
に
育
児


を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か


た
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。


育
現
在
保
育
所
へ
入
所
さ
れ
て
い

A
H

る
か
た
も
申
請
の
手
続
き
は
、
必

要
で
す
。 

町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十

二
月
二
十
日
に
開
会
し
、
昭
和
五

十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ

か
九
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

認
定
一
件
と
陳
情
処
理
を
行
い
、

十
二
月
二
十
五
日
開
会
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

こ
の
談
会
で
六
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

美
芳
議
員 

山
本

V V
町
道
認
定
と
そ
の
後
の
対
応
策

病
院
の
建
設
に
伴
う
財
源
確
保
に

つ
い
て 

神
社
の
敷
地
所
有
者
に
つ

い
て

V
チ
ヅ
議
員 

V
昭
和
五
十
五
年
度
へ
の
展
望
マ
歳

V
幼
児
教
育
(
特
に
三
歳
児
教
育

に
つ
い
て

折
部
健
一
郎
議
員 

V
県
立
勝
浦
園
芸
高
校
普
通
科
新
設

に
つ
い
て

に
つ
い
て 
V V

横
瀬
橋
架
け
替
え
問
題

横
瀬
小
学
校
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

富
治
議
員 

入
(
町
税
)
に
つ
い
て

マ
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
に
つ
い
て

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
に
つ
い
て 

十
時
ま
で

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
12月議会一般会計補正勝浦中央橋新設工事に着手
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昭和55年度
V

ー『� ¥

住民税申告相談日程表

坂
井
芳
久
弘
(
本
部
機
動
隊
)

島
忠
次
弘
(
本
部
機
動
隊
)

、)

一
月

一
日
付
け
で
、
次
の
か
た
が

た
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

平
岡
義
和
弘
、
福
良
彼
女
、
絵
浦

幸
司
弘
(
第

一
分
団
)、
森
本
治
幸
弘、

来
線
祥
二
色
ん(
第
二
分
間

村
上
靖

治
弘
、
前
野
住
人
弘
(
第
三
分
団
)、

吉
田
丈
二
弘
、
大
下
博
な
(
第
四
分

団
)、
井
内
虫
色
九
、
原
良
作
ち
九(
第
五

分
間
)、
鹿
本
茂
弘
、
下
川
茂
芳
弘、

商
邦

一
弘
、
古
口
平
利
雄
な

(
第
六
分

団
)、
戸
村
博
美
弘、

滝
口
文
明
色ん

(第
七
分
間
)、
上
村
正
貨
な

(
第
九

分
団
)、
大
島
信
明
弘
(
本
部
機
動
隊
)

新
恥
引 

引
〆


ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
だ

一
月

一
日
付
け
で
次
の
か
た
が
た

が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
博
之
弘
、
佐
野
忠
弘
、
沢
野

智

一
致
(
第

一
分
団
)、
青
木
義
市
弘
、

林
森
普
昭
弘
(
第
二
分
団 
)、
折
部
健

一
郎
弘
、
山
口
勝
健
な
(
第
三
分
団 
)、

上
回
修
弘
、
治
水
治
維
色
九
(
第
四
分

団 
)、
浜
良
昭
弘
、
問
問
…
啓
三
(
第
五

分
間
)、
丸
田
紘

一
弘
、
西
谷
剛
弘
、

岡
山
帆

一
弘
、
麻
植
和
明
烏
叫
ん
(
第
六
分

間 
)、
福
本
秀
雄
弘
、
太
田
好
贋
な 

(第
七
分
団
)、
福
徳
量
己
な

(
第
九

分
団 
)、
島
恵
次
弘
(
本
部
機
動
隊
)

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

U

-R



の
申
告
は
忘
れ
ず
に


li税l


ー
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
|

表
彰
お
め
で
と
う

一
月
三
日
の
出
初
式
で
次
の
か
た

V V V
昭
和
五
十
五
年
度
住
民
税 

(県
町

民
税
)
の
申
告
受
付
と
納
税
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
か
ら
、
必
ら

ず
期
限
内
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
中

(一

月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
)
に
所
得
の
あ

っ
た
人
で
、

所
得
税
の
か
か
ら
な
か

っ
た
人

給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
に
給


与
以
外
の
所
併
が
あ

っ
た
人


申
告
を
し
怠
く
て
よ
い
人 

た
人青

色
事
業
主

(
背
色
決
算
書
を

提
出
し
た
人 
)

申
告
に
必
要
怠
も
の

印
鑑

・
会
計
帳
簿

・
収
支
の
証
拠

啓
類

・
生
命
保
険
料
な
ど
の
証
明
書
・

身
体
障
害
者
手
帳

・
医
療
費
領
収
証
、

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
岱
矧

注

意期
限
内
に
申
告
さ
れ
な
い
と
き
は

税
務
者
や
町
に
お
い
て
所
得
を
決
定

し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
不
申
告
加

算
税
が
追
徴
さ
れ
た
り
し
ま
す
か
ら
、

必
ず
期
限
内
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

V

が
た
が
い
い
衣
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

R-知
事
表
彰

背
木
義
市
弘
(
第
二
分
団 
)

貴
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功

績

章

林
森
普
昭
弘
(
第
二
分
団
)

精

繍

章

藤
本
忠
弘
(
第
三
分
団 
)、
浜
良
昭

色ん(
第
五
分
団 
)、
福
本
秀
雄
な

(
第

七
分
団
)、
高
瀬
博
夫
色
ん
(
第
八
分
団 
)、

桜
野
菜
市
ちん(
第
九
分
団
)

合
県
消
防
協
会
勝
浦
地
方
分
会
長
表

彰中
川
進
夫
ち
九(
第

一
分
団
、)

坂
口

口肝色ん
 

(第
二
分
間 
)、
餓
居
嘉
昭
な 

(第
三
分
団
)、
上
回
修
弘 

(第
四
分

団
)、
寺
井
俊
彩
色
ん(
第
五
分
間
)、
丸

田
紘

一
三 
(第
六
分
団
、)

太
田
好
債

な
(
第
七
分
団 
)、
松
鷹
義
信
な

(
第

八
分
団
)、
松
浦
照
明
弘
(
第
九
分
団
)、

昭
和
五
十
五
年
一
月

一
日
現
在

に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か
ら

給
与
支
払
報
智
容
の
提
出
が
あ

っ 

l時間該当地区 場 所月日伊伺

午前9時から2.18(FJ) 町 ィ:9: 場全町 午後4時まで� 

I召 江

19υd 

11 石原センター2.2助付� 石原�  

11 生比奈良協2.21刷 山西掛

11 11 今 山2.22幽

11 老人いこいの家2.25(月) 中 岩!.I). 角

11 星 谷公会堂2.26(刈 星谷

11 町役場�  2 I培2.27附 久国

11 11 2.29幽 生名�  

11 11 棚野3. 3例)

勝浦町農協
11 3.4 (火) 中山 本部�  

11 11 横瀬3. 5刷

勝浦町農協
11 3.6 (村 与川内 与川内事業所�  

勝illi町燦協
11 3.10(月) 坂本 坂本事業所�  

11 11 11 3.11(刈� 

11 3.12附 会町 {生 場� 

11 11 3.15ltJ 11 

団
長
表
彰

井
原
心
一
色
ん(
第

一
分
団
)、
高
係

修
史
な
(
第
二
分
団 
)、
吉
野
恭
史
弘 

(第
三
分
団
)、
前
田
純
孝
弘

(
第
四

分
団
)、
渡
賞
吉
弘
(
第
五
分
団
)、

西
谷
剛
な 
(第
六
分
団
)、
回
中
弘
色
ん 

(第
七
分
団
)、
出
禁
喜
昭
三

(
第
八

、
瀬
戸
正
彦
弘
(第
九
分
間
)、

分
団 
)

R-町長
感
謝
状

第
五
分
団

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
税の申告は忘れずに

MUS04
テキストボックス
消防だより
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チューリッヒ・サンモリツ(スイス編)


農業では複合経営や兼業化ヘ* 

昭和� 54年� 2月� 1日 カミ コ つ� ら 第� 116号 (4)

チ
コ 
l

U
ッ
ヒ
の
市
内

昨
年
十
月
」
l

二
目
、
全
国
山
村
振

興
連
盟
主
催
の
欧
州
視
察
同
の

一
見

と
し
て
、
町
佐
木
町
長
が
ス
イ
ス
・
西

ド
イ
ツ

・
フ
ラ
ン
ス
を
歴
訪
し
、
笑

り
あ
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
祝
祭
結
果
の
慨
安
を
、
三
凶

に
分
け
て
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。は

じ
め
に

ス
イ
ス
連
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主

権
を
も
っ

二
|
六
の
カ
ン
ト
ン

(
州
)

H

か
ら
成
り
立

ゥ
て
お
り
、 

本
に
お

け
る
県
と
は
、
ま

っ
た
く
出
荷
っ
た
存

在
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
中
央
集
権
的

制
度
に
削
れ
た
日
本
人
に
と

う
て
、

当
初
は
放
も
理
解
し
に
く
い
山
'
で
あ

っ
た
が
、
す
べ
て
の
権
限
が
地
方
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
、
地
力
分
権
は
す
す
み
、

r

強
い
肉 
市
立
織
が
あ
り
、
す
ば
り
し

い
地
方
自
治
の
凶
で
あ
る
。

経
済
と
国
防

こ
こ
は
、
観
光
で
何
わ
れ
る
所
得

は
大
変
大
き
い
。
ま
た
布
名
な
ス
イ

ス
時
計
な
と
の
桁
密
機
械
の
生
産
、

輸
出
も
多
く
、
今 

の
ス
イ
ス
の
産

H

業
は
世
界
の
中
で
も
故
高
の
水
準
を

維
持
し
て
お
り
、
先
進
凶
で
も
高
か

な
国
の
一
つ
で
あ
る
む

ま
た
ス
イ
ス
は
、
永
世
中
立
国
で

あ
る
か
、
独
特
の
国
民
皆
兵
制
度
が

と
ら
れ
、
二
十
段
か
ら
瓦
十
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
ス
イ
ス
人
に
、
定
期
的

な
兵
役
義
務
が
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
観
光
の
凶
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
、
と
こ
の
街
に
い
う
て
も
訓
練

の
た
め
の
半
用
車
を
よ
く
み
か
け
る
。

そ
し
て
、
会
家
庭
に
は
、
地
下
室
を

持
つ
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の

中
に
は
、
銃

・
帰
薬

・
食
泌
を
は
じ

め
と
す
る
日
用
必
利
口
山
が
備
一
ム
相
さ
れ

て
お
り
、
す
べ
て
に
有
事
体
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
て
ス

イ
ス
は
、
特
に
続
出
・
凶
防
と
も
に

力
の
あ
る
凶
と
し
て
、
甘
向
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

世
界
的
怠
観
光
の
園

ス
イ
ス
は
、
山
川
と
洲
の
凶
と
し

て
世
界
的
に
の
名
で
あ
る
。
二
1
1
1

の
湖
、
総
の
ア
ル 
7

ス
、
白
い
氷
河
、

門
然
の
美
し
さ
が
相
ま

っ
て
、
独
得

の
自
然
保
山
引
を
つ
く
り
山
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
刈
木
の
砕
い
六
し
さ
は
討

を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
世
界
の
各

凶
か
ら
、
変
は
ハ
カ
ン
ス
を
楽
し
む

観
光
客
や
冬
に
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む

観
光
客
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
人 
μ

が
二
倍
に
ふ
く
れ
上
が
る
と
い
う
、

特
に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の

メ 

y

カ
と
し
て
有
名
で
あ
る
り

ス
イ
ス
の
街
に
は
、
電
料
や
電
気
、

電
話
の
似
は
全
く
な
く
、
す
べ
て
地

下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
往
物
に
つ

い
て
も
自
然
と
の
調
和
が
配
慮
さ
れ

て
お
り
、
高
層
建
築
な
と
は
吋
黙
止
さ

れ
て
い
る
。
汚
水
や
し
尿
処
理
地
誌

も
完
備
。
町
並
み
は
、
住
宅
の
す
べ

て
の
窓
側
に
花
い
か
咲
き
ほ
こ
ろ
ひ
、

美
し
い
樹
木
で
夜
わ
れ
、
情
桁
盟
か

な
ロ
マ
ン
チ
ン
ク
む
た
た
ず
ま
い
を

か
も
し
山
し
て
い
る
。 

本
で
も
テ

H

レ
ビ
で
「
ア
ル
プ

ス
の
少
女
ハ
イ
ジ 
L

が
放
映
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
凶
で

船
山
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
か
に
も

自
然
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、っ
か
が
え
る
。サ

ン
モ
リ
ツ
の
山
村

農
業
と
自
然
保
護

山
村
で
は
、
邸
内
肢
が
主
体
で
あ
る
。

現
白
斗
乳
や
肉
の
生
産
を
し
て
い
る

が
、
脳
波
だ
け
で
は
生
計
を
た
て
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
ら
し
く
、
ど
の

農
家
も
民
宿
を
取
り
入
れ
た
似
合
経

営
が
さ
れ
、
兼
業
化
が
す
す
ん
で
い

る
。山

村
対
策
と
し
て
は
、
所
得
補
助

が
中
心
で
、
牛
の
煩
数
と
農
地
の
市
山

村
…
に
よ
り
補
助
が
出
さ
れ
、
放
牧
地

の
高
度
別
に
よ
り
支
給
。
故
高
限
度

は
、
家
音
十
一
九
単
位
に
最
高
六
千
づ

(
約
七
十
万
円
)が
各
脱
家
に
毎
年
支

払
わ
れ
て
い
る
。

農
業
は
、
農
産
物
を
生
産
す
る
こ

と
だ
け
て
な
く
、
向
然
を
保
謎
し
保

存
す
る
と
い
う
考
え
方
の
う
え
に
た

っ
て
、
山
村
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る

の
が
村
色
で
あ
リ
、
ヨ
ー
ロ
ン
バ
で

は
す
べ
て
ニ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。 

¥、 J
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鉄中

新
方
式
へ
の
挑
戦
に
新
だ
な
フ
ァ
イ
ト

工野

十
年
目
を
迎
え
た
誘
致
工
場


る
本
社
へ
の
陳
情
や
従
業
員
の
理
解

に
よ

っ
て
、
こ
の
背
況
の
淡
を
押
し

切
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
四
年
春
に
は
、

中
野
鉄
工
は
、
本
社
が
大
阪
に
あ

り
、
工
場
は
大
阪
・
三
重
・
徳
島
の

三
工
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、

徳
山
刷
工
場
は
、
全
従
業
員
の
二
分
の

一
を
占
め
る
と
い
う
放
も
大
き
な
工

場
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
徳
島
工
場
で
も
昭

和
四
十
八
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
に
、

二
回
の
苦
況
を
経
験
し
て
き
た
と
い

y

い
ま
す
。
ま
ず
第
一
回
目
は
、
オ
イ

ル
シ
ヨ 

ク
に
よ
る
不
況
。
そ
し
て

第
二
回
目
の
不
況
は
、
欧
州
で
の
日

本
製
ベ
ア
リ

ン
グ


の
排
斥
運
動
か
ら


輸
入
規
制
に
ま
で


発
展
し
た
の
に
加


え
て
、
昭
和
五
十


二
年
秋
か
ら
の
円


高
は
、
特
に
輸
出


の
占
め
る
割
合
の


高
か

っ
た
親
会
社


を
直
懲
し
、
こ
の


影
響
を
モ
ロ
に
受


け
た
中
野
鉄
工
で


は
、
非
常
に
厳
し


い
事
態
に
立
た
さ


れ
た
わ
け
で
す
。


そ
の
問
、
親
会

社
や
同
業
社
の
聞

で
は
、
人
員
削
減

先
月
に
引
き
続
き
、
誘
致
工
場
紹

介
の
第
二
回
目
と
し
て
、
昭
和
四
十

四
年
十
一
月

一
日
に
誘
致
し
た
中
野

鉄
工
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

r

現
在
、
中
野
鉄
工
で
生
産
さ
れ
て

い
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の
九
十
九 

は、

普
通
釆
用
車
向
け
の
部
品
と
し
て
、

税
会
社
(
光
洋
精
工 
)を
通
じ
て
園
内

は
ト
ヨ
タ

・
日
産
を
は
じ
め
各
社
、

国
外
は
フ
ォ
ー
ド

・
オ
ベ
ル
の
ほ
か

欧
米
の
各
メ
ー
カ
ー
へ
輸
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

に
よ
る
経
営
の
立
て
直
し
ゃ
大
阪
や

三
重
の
各
工
場
で
は
、
必
死
の
努
力

の
結
果
、
ベ
ア
リ
ン
グ
以
外
の
部
門

の
進
出
に
成
功
し
、
現
在
で
は
、
ベ

ア
リ
ン
グ
部
門
七
十
行
と
ベ
ア
リ
ン

グ
以
外
の
部
門
三
十
行
と
需
要
先
の

多
機
化
を
図
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
徳
島
工
場
で
は
地

理
的
な
制
約
な
と
か
ら
、
ベ
ア
リ

ン

ク
以
外
へ
の
進
出
は
非
常
に
脚
惜
し
か

っ
た
た
め
、
ベ
ア
リ
ン
ク
の
品
質
の

高
度
化
と
同
時
に
、
口
問
舗
の
多
様
化

を
図
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
す
。
当

時
本
社
で
は
、
徳
島
工
場
へ
の
人
員

削
減
の
指
針
を
打
ち
出
し
て
き
た
の

で
す
が
、
桜
木
町
長
や
工
場
長
に
よ

大
阪
の
あ
る
デ
パ

卜

が

は

じ

き
出
し
た
新
入
社
員
の
身
だ
し
な

i

み
代
金
は
、
男
性
で
五
万
六
千
六


百
円
か
か
る
そ
う
で
す
。


ま
ず
、
ス
ー
ツ
。
ス
リ 

l
ピ
ー

ス
が
主
で
、
ク
レ

|
・

ベ
ー
ジ
ュ

に
人
気
が
あ
り
、
四
万
三
千
円
か

ら
五
万
円
く
ら
い
ま
で
。
カ
ン
タ

ー
ン
ャ
ツ
は
消
潔
な
印
象
の
白
が

中
心
で
、
三
千
円
が
主
流
。
ネ
ク

タ
イ
は
ス
ト
ラ
イ
プ
も
の
で
、
三

千
円 

四
千
円
て
い
と
の
も
の
に

自
動
卓
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
企
業
で

あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
が
、
親
会

社
の
再
建
に
乗
り
出
し
て
き
た
こ
と

や
円
安
に
よ
る
輸
出
産
業
の
好
転
に

よ
っ
て
、
よ
う
や
く
明
る
い
見
通
し

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の

で
す
。

世
田
工
場
長
さ
ん
は

「昭
和
五
十

二
年
の
厳
し
い
不
況
の
時
に
、
従
業

員
の
理
解
で
一
人
の
犠
牲
者
も
出
す

こ
と
な
く
不
況
を
釆
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
月
産

約
百
四
十
万
セ
ッ
ト
の
生
産
に
至
る

ま
で
に
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ト

ヨ
タ
新
生
産
方
式
へ
の
早
急
な
る
対

応
と
親
会
社
の
要
求
に
応
じ
た
品
質

の
向
上
、
納
期
の
厳
守
を
と
お
し
、

工
場
の
発
展
と
問

へ
の
貢
献
に
つ
く

し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
気
が
集
ま
り
、
ク
ツ
は
あ
ま
り
飾

り
気
が
な

い
黒
か
よ
い
そ
う
で
、
し

か
も
新
人
の
く
つ
は
、
歩
け
歩
け
の

消
耗
品
で
す
か
ら
、
丈
夫
な
合
成
皮

革
昨
肢
が
よ
い
そ
う
で
、
こ
れ
が
六
千

八
百
円
。

こ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
が
社

員
の
最
低
身
だ
し
な
み
代
金
で
、
こ

れ
を
高
級
品
や
輸
入
品
に
す
る
と
お

誘
致
工
場
と
し
て
十
年
自
の
春
を

迎
え
た
中
野
鉄
工
は
、
大
企
業
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
に
、
新
た
な
ト

ヨ
タ
式
新
生
産
方
式
へ
の
挑
戦
に
、

工
場
長
さ
ん
を
は
じ
め
従
業
員
み
な

さ
ん
の

一
丸
と
な
っ
た
力
強
い
フ
ァ

イ
ト
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た値
段
の
方
は
く

っ
と
は
ね
上
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
女
性
の
か
た
は
「
好
み

や
お
勤
め
の
状
況
で
千
差
万
別
で
、

と
て
も
は
じ
け
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
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、、一

明
治
維
新
の
変

革
に
よ
り
、
政
府

は
一
八
七

一
年
(
明

治
凶
年 
)
「
え
た

・

ひ
に
ん
の
称
が
廃

止
さ
れ
・・・
・
身
分
・

職
業
と
も
平
民
同

様
で
あ
る
こ
と
」

と
い
う
太
政
官
布

告
を
出
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
解
放

令
」
で
す
。
こ
れ

で
制
度
上
の
身
分

差
別
と
差
別
的
な

呼
び
方
を
あ
ら
た

め
、
い
ち
お
う
四

民
平
等
の
世
の
中

に
し
よ
う
と
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、

笠
五
年
に
、
わ
が

国
最
初
の
全
凶
的

な
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
、
廃
止
さ
れ
た

は
ず
の

「
え
た
・
ひ
に
ん
」
に
か
わ

っ
て
、
「
旧
え
た
」
「
新
平
民
」
な
ど

の
肩
書
き
が
こ
の
戸
籍
に
暫
き
こ
ま

れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
戸
籍
簿
も
、

つ
い
最
近
(
昭
和
四
十
三
年 
)ま
で
閲

覧
で
き
た
の
で
、
部
落
の
人
び
と
の

結
婚
や
就
職
の
差
別
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
政
府
は
、
土
決

工
商
と
い
う
身
分
制
度
は
廃
止
し
ま

し
た
も
の
の
、
も
と
の
公
家
や
大
名

は
華
族
、
武
士
は
士
族
、
農
工
商
従

事
者
は
平
民
と
い
う
新
し
い
身
分
制

度
を
つ
く
り
、
華
族
や
士
族
に
は

多
く
の
年
金
や
公
似
を
与
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
和
地
区
の
人
び
と
に

は
、
な
ん
ら
経
済
的
保
障
も
さ
れ
ず
、

か
え
っ
て
、
旧
時
代
に
は
事
業
的
に

認
め
ら
れ
て
い
た
職
業
は
、
平
等
の

名
の
も
と
に
本
い
と
ら
れ
、
そ
の
上
、

国
民
と
し
て
納
税
・
兵
役

・
教
育
の

三
大
義
務
だ
け
は
負
わ
さ
れ
、
新
し

い
資
本
主
義
経
済
の
自
由
競
争
の
中

に
放
り
出
さ
れ
た
の
で
す
む

明
治
の
末
か
ら
ト〈
正
時
代
に
入
る

と
、
部
ぽ
惜
の
な
か
か
ら
、
差
別
を
さ

れ
る
よ
う
な
状
態
を
な
く
そ
う
と
し

て
、
生
活
改
善
の
動
き
が
起
こ
り
、

一
九 

二
年
(
明
治
三
十
ヰ
年 
)、
岡

山
県
下
に
「
備
作
平
民
会
」
が
生
ま

れ
、
翌
年
に
は
、
全
国
的
な
部
落
改

善
巡
動
を
め
ざ
し
た

「
大
日
本
同
胞

融
和
会
」
が
大
阪
で
発
足
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
こ
の
後
、
多
く
の
部
落

改
善
団
体
や
融
和
団
体
が
で
き
て
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
一
九

一
八
年
(
大
正
七
年 
)に
、
米
騒
動
が

• 

差
別
解
消
に
む
け
て

生
活
改
善
の
動
き

十
二
月
九
日
、
勝
浦
会
館
に
県
間

和
地
区
背
少
年
団
体
の
代
表
者
卜
六

人
と
勝
浦
同
和
問
題
捌
究
会 

(
谷
脇

会
長 
)
の
八
人
が
集
ま
り
、
ブ
ロ

ク
別
の
協
議
会
と
研
修
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

y

青
少
年
ガ
同
和
問
題
の
研
修
会

交
際
・
結
婚
・
就
職
差
別
が
焦
点
/

発
生
し
ま
し
た
。
長
い
削
若
し
い
生

活
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、

米
価
の
暴
騰
と
が
あ
い
ま

っ
て
、
多

く
の
同
和
地
区
住
民
は
こ
の
米
騒
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
米

騒
動
を
契
機
に
同
和
問
題
は
重
大
な

社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
同
和
地

区
の
人
た
ち
は
、
自
ら
の
力
て
解
波

を
か
ち
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
自
覚
を
持
ち
、
団
結
の
必
要
を

知
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
自
覚
を
背
景
に
水

平
巡
動
か
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

〈次
回
に
つ
づ
く
〉

2月定例人権・行政� 
J~\配ごと合同相談

*日 時� 2月� 1日〈金〉

午前川崎一午後�  3騎� 

*場所 住民福祉センター� 

午
前
中
は
、
映
画

「命
の
鈴
」
に

よ
る
討
論
会
と
レ
ク
リ
エ
|
ン
ヨ
ン

(
フ
庁

|
ク
タ

ン
ス 

)が
行
わ
れ
、
税

陸
を
い

っ
そ
う
高
め
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
同
和
問
姐
と
差
別

事
象
に
つ
い
て
の
意
見
交
倹
が
行
わ

大
阪
住
吉
区
の
ア
パ
ー
ト
で
、

一
人
の
女
性
が
ガ
ス
自
殺
。
彼
女
は
、

徳
砧
の
同
和
地
区
出
身
で
中
学
を
卒

業
し
て
上
阪
し
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
机

・
。
血
筋
が
惑
い 

れ
、
徳
砧
地
区
の
代
表
か
ら
発
表
さ

れ
た
、
交
際

・
結
婚

・
就
職
差
別
の

こ
と
が
焦
点
と
な
り
、
活
発
な
討
論

が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち

は
、
お
く
れ
て
い
る
社
会
教
育
の
現

実
と
今
ま
で
の
同
和
教
脊
の
歩
み
を

総
点
検
し
、
此
官
発
活
動
に
い
っ
そ
う

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

ニ
』
で
研
修
会
に
も
焦
点
と
な
っ

た
結
婚
差
別
の
例
を
あ
げ
て
み
ま
す

と、
M

験
し
ま
し
た
。
そ
こ
で 

君
と
知
り

合
っ
た
の
で
す

二
人
で
築
く
新
家
庭
と
夢
、
生
活

設
計
、
幸
一悩
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
二

人
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
夢
が
破

ら
れ
る
時
が
き
た
の
で
す
。

「家
制
が

「
あ
ん
た
の
父
判
例
の
足
が
悪
い
の
は

た
た
り
だ
」
と
は
げ
し
く
結
婚
に
反

対
す
る 

君
の
母
判
明
。
そ
し
て

「
興

信
所
で 

十
の
身
厄
を
調
べ
る
」
と

い
う
言
都
市
が
決
定
的
な
打
喰
と
な
り
、

君

へ
の
遺
舎
を
残
し
て
、
彼
女
は

そ
の
生
命
を
自
ら
断

っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
同
和
地
区
出
身
の
彼
女


は
、
愛
を
引
き
さ
か
れ
、
と
う
と
う


自
殺
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た


の
で
す
。
彼
女
の
死
は
明
ら
か
に
部


孫
差
別
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
女


と
同
じ
よ
う
な
運
命
を
た
ど

っ
た
者


も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。


わ
た
し
た
ち
は
、
彼
女
の
死
を
む

だ
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
背
後
に

あ
る
部
落
差
別
を
、

全
解
決
に
む
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

T

A
V

T

u

T

L

一
日
も
早
く
完

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
部落差別をふれあう心でなくしよう

MUS04
テキストボックス
青少年が同和問題の研修会交際結婚就職差別が焦点



党
せ
い
剤
、

麻
薬
の
恐
ろ
し
さ
を

知
リ
ま
し
ょ
うtfe: 

つ らカミ第116号(7) 昭和54年 2月 1日
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て?ず.

ザコ

昌

a
q⑮
川 

v
q
Vぬ

わ

た

し

の

提

言 V
R
v
q
d

わ
た
し
た
ち
の
努
力
の
結
果
が

に
じ

み
出
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

わ
た
し
は
、
今
後
什
十
件
の
ハ
ウ
ス

栽
町
、
ハ

ン
サ
ク
の
無
川
弘
、
ユ
ズ

の
栽
は
町
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
栽

桁、
 

十
生
み
か
ん
の
栽
附
の

H

h
つ
の

時
期
的
な
労
力
の
配
分
を
し
て
、
楽

し
く
民
業
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
そ
ん
な 

を
夢
み
て
頑
必

っ
て

H

い
ま
す
。

恐
怖
の
白
い
紛

覚
甘
い
剤
は

地
獄
の
使
者

党
せ
い
剤
は
同盟
円
償
件
が
強
く
、
数

闘
の
使
用
で
中
毒
患
者
と
な
る
例
も

わ
た
し
は
、
み
か
ん
ド
作
業
股
家
の

二
女
と
し
て
生
ま
れ
、
家
事
を
手
伝

い
な
が
ら
、
姉
が
嫁
く
二
年
前
に
手

が
け
た
ハ
ウ
ス
み
か
ん
の
絞
れ
を
受

け
継
ぎ
、
核
問
の
技
術
や
荷
造
り
か

ら
出
仰
、
版
売
と
価
格
に
つ
い
て

一

年
生
と
し
て
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

農
業
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
産
し

た
も
の
を
版
冗
す
る
繰
り
返
し
で
す

が
、
山
然
を
相
手
に
わ
た
し
た
ち
の

努
力
が
突

っ
て
行
き
、
と
て
も
味
わ

い
派
い

よ
う
に
忠
、
え
ま
す
。

今
年
の
み
か
ん
は
、
，
十
相
心
外
の
虫

福田明弘
(iPr江)

今
年
の
み
か
ん
は
価
格
が
非
常
に

安
く
最
も
厳
し
い
状
態
で
す
。
そ
こ

で
、
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
収
入
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
、
だ
れ
も

が
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
に
は
、
収
入
が
問
、
え
れ
ば
良

い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ

れ
わ
れ
の
よ
う
に
股
業
を
や
っ
て
い

る
も
の
に
は
、
農
業
収
入
を
増
や
し

た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

で
も
な
か
な
か
維
し
い

勝
浦
町
に
立
派
な
青
年
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
十
代
か
ら
二
十
代

の
青
年
を
持
つ
判
明
?
」
さ
ん
た
ち
に
、

特
に
し
つ
け
を
き
び
し
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
の
ご
ろ
の
青
年
は
、
阿
波
や

年
寄
り
の
い
う
こ
と
を
き
く
人
が 

せ
い
剤
の
効
い
て
い
る
問
は
正
慌
の

よ
う
て
す
が
、
そ
の
効
力
が
な
く
な

る
と
禁
断
症
状
を
現
わ
し
、
ひ
ど
く

な
る
と

寸幻
党 
L

「も
う
怨
」
な
ど
の

意
識
障
害
を
お
こ
し
、
発
作
的
に
半

狂
乱
と
な

っ
て
、
殺
人
な
ど
の
凶
悪

な
犯
罪
を
犯
し
、
家
庭
を
叶
削
減
に
追

い
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
党
せ
い
剤
は
非
常

に
恐
し
い
薬
害
が
あ
り
、

一
方
で
は

暴
力
団
を
は
び
こ
ら
せ
る
原
凶
と
も

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ど
う
か
党
せ
い
剤
や

暴
力
聞
を
相
手
に
し
な
い
よ
う
、
お

花
い
に
注
意
し
合

っ
て
く
だ
き
い
。

こ
と
で
す
。

後
継
者
ク
ラ
フ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
な
り
に
、
ハ
ウ
ス

・
出
'
崖

・
野

菜

・
花
な
ど
を
試
み
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
こ
れ
と
い

っ
た
産
業
が
見
つ
か

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
の

勝
浦
に
、
み
か
ん
以
外
の
産
業
を

と
考
え
て
も
う
幾
年
が
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
あ
と
少
し
で
何
か
よ
い
作
物

が
見
つ
か
り
そ
う
な
れ
も
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
勝
浦
の
農
業
は
遅

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

農
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
み
ん
な

で
ま
と
ま

っ
て
何
か
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
恩
い
ま
す
。
同
結

力
と
行
動
力
こ
れ
か
最
も
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
毒
慾
者
に
み
ら
れ
る
特
典

な
現
象
は
「
祭
断
疲
状 

品川だ

っ
た
の
で
、
取

っ
て
も
取

っ
て

も
ま
だ
ま
だ
と
一面っ

が、

一
つ

一
つ
を
干
に
す
る
た
び
に

ま
ま
に
し
て
い
た
ら
、
明

た
状
態
で
し
た

で
す
。
党

L

U
の
勝
浦

町
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
町
の
印

象
を
悪
く
し
て
、
嫁
不
足
で
悩
ん
で

E
t
F

一
二
(
謁
詩

一一

い
る
こ
の
町
に
、 

一一
ま
す
ま
す
拍
車
を

十
名
一
一
か
け
る
こ
と
に
も

配
山
国
一
一
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

山
一
一
ち
か
ご
ろ
は
、

一一

J

二

「F
M童

仏内司

千
供
の
数
も
少
な

く
な
り
、
何
不
自
由
な
く
特
ら
せ
る

時
代
だ
け
に
、
大
人
た
ち
の
子
供
に

対
す
る
甘
や
か
し
ゃ
遠
慮
が
原
因
の 

-¥  

立 石 博 子
(坂本)

まい転た いのかとかろ少
せつをり飲でが、をく友な
んどし、消し現わしれ人〈
。んて無遥よ状かてたどな
こな年諜転うでらいとおり
んめ得なをかはなるこし
なにり 遅 し 。な いのろの親
人道や で き 子 �  zL E若者に� qZ裂
をらた きびしく どがよ
、わち ん� IJ虫り�  

lこ かは�  /宮町;¥ な く む
のり、�  / -‘¥ こ 、 し

-、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ニューグリーンクラブわたしの提言

MUS04
テキストボックス
町民のひろば

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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本
県
で
、
一
昨
年
か
ら
苗
木
や
穂

木
の
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
極
早
生

品
種
の
宮
本
早
生
が
、
パ

イ
ラ
ス
病 

(ト
ラ
ミ
カ
ン 
)
に
か
か
っ
て
い
る
可

能
性
が
強
い
と
し
て
、
昨
年
春
か
ら

県
青
果
速
や
各
指
導
機
関
、
果
樹
試

験
場
に
お
い
て
検
査
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
既
に
ら
病
し
て
い
る
も
の

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
病
気
に
侵
さ
れ
て

い
き
ま
す
と
、
み
か
ん
産
地
は
全
滅

に
お
い
や
ら
れ
る
危
険
性
も
で
て
き

ま
す
。
次
に
そ
の
特
徴
や
本
町
で
の

実
態
・
対
策
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
て

み
ま
す
の
で
、
み
か
ん
栽
陣畑
農
家
の

か
た
は
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ミ
カ
ン
と
は

正
式
名
を
カ
ン
キ
ツ
モ
ザ
イ
ク
病

と
い
い
、
果
実
が
色
づ
く
こ
ろ
に
緑

色
と
賞
怨
色
が
「
ま
だ
ら
紋
様
」
と

な
り
、
そ
の
部
分
は
凹
凸
し
、
外
観

が
著
じ
る
し
く
悪
く
な

っ
て
、
市
販

品
と
し
て
の
商
品
価
値
は
全
く
な
く

な
り
ま
す
。

春
業
は
正
常
で
な
く
、
さ
じ
型
や

舟
型
に
委
縮
し
、
樹
勢
は
次
第
に
衰

え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

怠
ぜ
騒
ぐ
の
か
、
な
ぜ
恐
ろ
し
い

の
か

こ
の
病
気
は
、
桜
木
伝
染
は
も
ち

ろ
ん
、
土
壌
か
ら
も
次
々
に
健
全
樹

に
う
つ
り
、
新
植
や
高
接
を
し
た
当

初
は
症
状
は
出
な
い
が
、
数
年
す
れ

ば
症
状
が
現
わ
れ
、
そ
の
時
は
す
で

に
土
壌
も
汚
染
さ
れ
、
す
べ
て
の
柑

橘
類
の
栽
培
が
不
可
能
と
な
り
、
五

年
後
に
は
健
全
樹
を
槌
、
え
て
も
発
病

す
る
と
い
わ
れ
、
み
か
ん
産
地
を
壊

滅
に
導
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

入
手
経
路
巳
問
題

宮
本
早
生
の
原
母
樹
は
、
こ
の
パ

イ
ラ
ス
病
を
持

っ
て
い
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
原
母
樹
か
ら
病
気

に
汚
染
さ
れ
た
土
地
の
木
に
官
同
棲
さ

れ
、
そ
の
仰
び
た
糠
木
を
さ
ら
に
使

用
し
、
苗
木
を
作
っ
た
り
高
核
に
使

用
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
苗
木
や
椋
木
が

全
国
各
地
に
出
回

っ
た
た
め
問
題
に

な
っ
た
わ
け
で
、
原
母
樹
や
本
病
に

汚
染
き
れ
て
い
な
い
と
保
障
さ
れ
た

経
路
か
ら
入

っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
問

題
は
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
本
町
の
場
合
の
入
手
経

路
は
、
汚
染
さ
れ
た
土
地
か
ら
来
た

も
の
や
出
所
不
明
の
土
地
か
ら
き
た

も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
横
査
結
果

し 

果
樹
試
験
場
に
お
い
て
、
県
下
の


千
八
百
九
十
樹
に
つ
い
て
検
査
し
た


結
果
、
約
三
分
の

一
の
も
の
が
ら
病


し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
本
町
の


場
合
も
二
百
四
十
七
樹
の
検
査
の
結


果
で
二
十
れ
以
上
の
も
の
が
ら
病
し


て
い
ま
し
た
。


本
町
で
の
苗
木
や
穂
木
の
導
入
状

況昨
年
四
月
に
各
関
係
機
関
の
協
力

や
導
入
農
家
の
申
告
に
よ
り
、
産
業

諜
で
ま
と
め
た
結
果
、
約
二
十
戸
の

か
た
が
既
に
苗
木
や
椋
木
の
導
入
を

V 図
っ
て
お
り
ま
す
。 

4

コ
後
の
対
応
策

各
関
係
者
の
問
で
次
め
よ
う
な
こ

と
を
決
め
ま
し
た
の
で
必
ず
お
守
り

く
だ
さ
い
。 

-

宮
本
早
生
の
椋
木

・
苗
木
の
導

入
や
移
動
を
全
面
的
に
祭
止
す
る
。

・

昨
年
の
検
査
結
果
で
ら
病
と
判

定
の
下

っ
た
も
の
は
、
必
ず
伐
係
と

伐
根 
(
で
き
る
だ
け
細
い
根
ま
で 
)を

し
、
焼
却
す
る
。
ま
た
恨
の
張

っ
て

い
た
純
閣
の
土
も
焼
却
す
る
こ
と
。

す
ぐ
と
な
り
の
健
全
樹
も
感
染
し
て

い
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
同
僚
の
処

置
を
す
る
こ
と
。

昨
年
の
検
査
で

「
健
全
」
と
出

て -て -ク -

¥」

い
て
も
必
ず
し
も
安
心
で
き
な
い

の
で
、
本
年
再
検
査
を
受
け
る
こ
と

0

・

昨
年
以
降
に
苗
木
や
穂
木
の
導

入
を
さ
れ
た
か
た
や
予
定
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
必
ず
町
産
業
諜
か
普
及

所
又
は
法
協
へ
届
出
を
し
て
く
だ
き

争

ら
病
樹
を
抜
い
た
後
は
、
最
低

五
年
間
は
み
か
ん
類
を
植
栽
し
な
い

こ
と
。安

い
苗
木
が
あ
る
か
ら
と
い

っ

も
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
は
山
県
わ

な
い
こ
と
。

ら
病
樹
を
扱
、っ
と
き
使
用
し
た

ワ
な
ど
の
農
具
は
よ
く
水
洗
い
し
、

そ
の
汚
水
は
み
か
ん
畑
へ
入
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。 

+

そ
の
他
、
本
病
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
各
技
術
員
の
か
た

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みかん栽培農家に危機恐ろしいみかんのバイラス病（トラミカン）が勝浦に潜入
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'コ

日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
全
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の

司
}
出
品
と
ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
当
日
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム旧民� (両
生
利
用
)
、
不
用
品
交
換
即

売
会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
�
 

9
日
出
囲
碁
将
棋
教
室

ω日
制
着
付
教
室

日
日
制
手
芸
教
室

は

日

同

盟

字
教
室

リ
同
日
制

生
花
教
室

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂
)

お
日

出

囲

碁
将
棋
教
室

幻

日

制

手

芸
教
室

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂
)

問
日
同
習
字
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
総
習
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

棚方i今星横星市棚生織
野内山谷瀬ユ合同型T名瀬

第
五
回

芸
術
作
昂
の
展
示

昭
和
五
十
五
年
装
術
展
示
会
の
作

品
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

。
受
付
締
切

二
月
九
日
(
土
)

。
作
品
の
持
ち
込
み

二
月
十
四
日

(
生
花
、
金
殺
は
十
丘
日
 )

。
作
品
種
別

写
真
、
書
道
、
選
絵
、

生
花
、
手
芸
、
魚
拓
、
絵
画
、

盆
栽
、
そ
の
他
の
芸
術
作
品

(
サ
イ
ズ
、
題
は
自
由
)

作
品
の
展
示
期
聞
は
、

二
月
十
六

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
定

生
比
式
市
老
人
い
こ
い
の
家
に
、

小
室
好
道
さ
ん
(
沼
江
 )か
ら
ア
ン
�
 

7

機
一
台
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

8 4 
日日

日

向誠
信

之

秀

尚
周

公

祐

子

永

至
雅

也

�

 

国
岡
鉄
男

畠
本
幸

一

波

良

昭

山
田
兼
敬

杉

本

賢

伊
丹
康
雄

唐
波
明
好

登
木
義
弘

山
本
附
義

今
川
和
人

長長 二 長二二長二長長

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

幽閉)

(

久

国

念

僑

常

雄

戸
川

三
鈴

「
今
山

登

木

宏

一

/
上
勝
町

田
村
実
千
代

ヘ
徳
島
市

古

家

治

戸

坂

本

平

畠

祥

子

「

星

谷

�

 
福

野

富

夫

中

山

白

樫

末

子

「

中

山

倉

坪

泰

幸

u
v
ι
 	

/
徳
島
市

佐

藤

恭

子

¥

今

山

商

谷

利

行

/
鴨
鳥
町

三
木
美
代
子

女男男男女男男男男男�  

n

f

ザホ
4

ザ

奈

美

�

 

b

一

、

ノ

�

 

E
F

干.

4し
信

aa--

…

た

… 一

・・
h

・¥、

一
�
 

h
f
ι

…

同

岨

・

彊

団

主

二

い
�
 

…

喜

照

沼

江

中

国

費

…

寂
撃
の
胸
裂
く
夜
半
の
虎
洛
笛

師
走
た
だ
忙
し
安
値
の
密
…
柑
採
り

…

生

名

富

士

巻

町

静

滴

沼

江

紺

堂

車

両

堂

一

貧

し

く

も

豊

か

に

年

送

る

会

い

た

し

と

掛

む

け

ば

恋

め

く

初

便

り

一

生

名

竹

林

白

楊

沼

江

大

岡

初

音

生
涯
を
賭
け
し
も
の
憂
し
密
柑
採
る
留
守
の
子
へ
夕
べ
淋
し
き
虎
務
笛
�
 …

横

瀬

桂

木

狙

丘

掛

谷

野

上

す

み

れ

一

品
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

家
族
皆
笑
顔
並
べ
て
運
き
そ
ば
冬
ぬ
く
し
七
十
の
坂
健
や
か
に
�
 

…
�
 

r
f
t
s

星

谷

勝

谷

春

城

船

谷

駒

津

光

洋

一

山

丸

利

夫
(
初
歳
)

今
年
か
ら
座
り

替

え

た

り

雑

煮

踏

石

仰

の

寒

々

お

わ

す

タ

枯

野

…

立
石
ム
メ
ノ
(
部
歳
)

生

名

滝

口

良

一

沼

江

小
室

未

成

�

 …

美
馬
サ
ダ
子
(
臼
歳
)

陽
が
落
ち
て
冬
木
失
う
も
の
持
た
ず

一
筋
の
流
れ
光
ら
せ
枯
野
暮
る

一
�
 

崎

山

餓

一

(
制
裁
)

4
 

生

名

丸

山

香

月

沼

江

小
室

五

月

一
�
 

滞
井
瀧
弥
(
別
歳
)

草
も
木
も
静
か
に
限
る
枯
草
�
 

7
た

た

ね

芸

品

り

ぬ

虎

遺	 

坂

井

勤

�

 
(
刊
歳
)

4ジ
生

名

福

田

中
瀬
利
恵
子
�
 (幻
歳
)

伊
丹
フ
ジ
ノ
(
乃
歳
)

生
家
イ
ワ
ヲ
(
百
歳
)

中

井

茂

雄

�

 (η
歳
)

綿
木
7

サ
エ

(
日
歳
)

稲
岡
ヨ
シ
(
回
歳
)

林

ツ

ネ

(
位
歳
)

検星 今 沼 与 星 横 �  itJ横機久坂掛  
)11 

瀬谷山江内谷瀬江瀬瀬国本谷

A ・0

J

ー
問

〉4
4

E
E

4

…

不
用
犬
買
い
上
げ
日

司
司

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
L
U

「
�
 
与
川
内

新

居

義

子

掛

谷

斉

藤

重

子

…

さ

し

。

ト
ト
ド
レ
レ
レ
ト
ド
ド
ト
ト
.

一」

l
u F

口
一
被

の缶
-

俳〈

一一一

一

一飼しミ犬は必ず

つないで下さい一� 

2月 6 日ヤ� 1;) 
2月20日嗣� 

成犬� 300円

小犬� 100円 点

一
満
ち
潮
の
波
お
だ
や
か
な
初
日
の
出
住
み
馴
れ
し
家
は
枯
野
の
中
に
有
り

一
出
一
一
誌
は
包
月
七
日
ま
で
に
一

一

一

坂

本

谷

富

士

掛

谷

梅

山

み

つ

は

…

三

句

ハ

ガ

キ

で

一

叫
�
 

習
字
学
級
(
変
更
)

…
一
-
一
代
七
人

新

春

の

卓

か

こ

む

柊

の

香

に

ゆ

き

ず

り

の

足

惹

か

る

一
送
り
先
鰭
…
同
一
に
持
ん
〈
誓
寮
〉
ま
で
一

一

一

坂

本

福

良

伴

二

掛

谷

山

丸

千

絵

一

町

内

在

住

の

方

に

限

り

ま

す

。

一

二
月
九
日
(
土
)

一
次
回
は
短
獣
、
そ
の
次
は
川
柳
と
変
代
一

一
豊
作
に
不
況
み
か
ん
の
年
明
け
し
両
岸
の
草
枯
れ
果
て
て
水
浴
し
…
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
一

一

二
月
十
九
日
(
火
)

…
年
明
け
て
未
だ
寄
採
る
山
の

悶

蹴

り

歩

く

銀

杏

終

業

に

深

き

あ

り

中

東

の

火

花

が

一

坂

本

日

浦

翠

峰

生

名

天

羽

百

歩

検

瀬

稼

勢

銀

星

怖
い
大
寒
波

-v

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第五回芸術作品の展示勝浦会館二月行事

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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場 所日程�  l侍 間

か月児健康踏|6歳|1
2台 受付午前91時-11時 生比奈良協*と き	 2月15日(金)

午後 1時30分� -3時
受付午前91侍-11時 勝浦町農協2月13日

胃

集

団

検

診

手
お
く
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う

年
に
一
回
は
横
診
を

受付午前9時-11時 坂本事業所2月12日

ω 
書
割 

電
電

L

* 

ヲ毎� 

* 

強r 

*ところ 	 勝浦病院
(村 

*該当者 	 昭和53年� 6月 1日- 2台 受付午前91侍-11時 {支 場� 

8月31日までに生ま 


れた子�  検診料 400同


※ 問診Wt 母子手帳ご持参く� 

v
検
査
当
日
は
、
朝
か
ら
水
・

く

す
り

・
タ
バ
コ

・
お
茶
な
と
、
食

べ
も
の
は
い
っ
さ
い
口
に
し
な
い

こ
と
。

ガ
シ
の
予
防
は 
ζ
れ
グ

第
一
に
牛
乳
は
全
然
の
ま
な
い
人

に
く
ら
べ
て
、
飲
む
人
が
い
か
に
胃

ガ
ン
か
ら
速
の
く
か
が
よ
く
わ
か
り

V 増
加
し
て
い
ま
す
。
自
党
症
状
の
右

い
う
ち
に
毎
年
検
診
を
受
け
て
く
だ

芦
、
ぃ

。

注

意 間
カ
ン
で
死
亡
す
る
人
は
、
年
々

f~ さし、 。

|精神衛生相談|

こころの健康は， 外見ではわ
¥} 

かりませんが，からだと同様大

切なものです。

次の日程で相談所を開設しま

すのでご希望のかたは，住民福

化
の
悪
い
も
の
は
食
べ
な
い
こ
と
o 

由主糾M倉卒(1 

検
診
の
前
夜
八
時
以
降
は
、
消

祉課保健婦までご連絡ください。

ま
す
。
一

日
に

二
合
飲
む
人
は
、
全

の
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
も
刺
激

然
飲
ま
な
い
人
の

三
分
の

一
か
ら
五	

夜
間
救
急
当
番
表

分
の

一
に
な
り
ま
す
。

第
三
に
す
す
ん
て
胃
集
団
検
診
を

第
二
に
極
分
を
中
心
に
刺
激
物
を

受
け
る
こ
と
。
初
期
の
段
階
で
発
見

多
く
と
ら
な
い
こ
と
。
空
き

っ
腹
で

さ
れ
れ
は
、
治
ゆ
率
は

一 

打
近

O
O

* 

* 

ヲ除� 

* 

ヲ除� 

* 
* 

強r 

歯
弘
昌
世


* 


*日時 	  2月18日(月)

午後 2時一�  5時 t大豆製品E.・大、魚
品目m雀卓12

tノ¥1.7-2.-る
*場所 	 福祉センタ� 2階

*相談医師 精神衛生センター�  

I嘱託医

国行先生�  (小松島日

赤病院精神科医師!i� l 

午
後
六
時
か
ら
翌
日
午
前
九
時

午
後
七
時
か
ら
翠
日
午
前
九
時 

百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種

牛妥L.l町村

*と	 き 2月28日(木)
存げ今く

午後 1時30分� -3時

*ところ 	 福祉センター

ださい。

1歳児健康診査|
休平
日日

*と	 き 2月29日(金)

午後 l時30分 -31侍

*ところ 	 勝浦病院

*該当者 	 昭和54年� 1月� l日~�  

3月31日までに生ま

れた子

※ 母子手帳をご持参ください。

わ
が
国
は
、
胃
方
ン
が
圧
倒
的
に

多
い
国
で
す
。
男
子
は
約
半
分
の
凹

八
・
六
十
、
女
子
は
三
七

・
三
れ
も

占
め
て
い
ま
す
り
し
か
し
悲
観
は
し

な
い
こ
と
。
以
上
三
つ
を
守
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
セ
ロ
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

つ

月� 
29 27 25 23 21 19 ⑪ 15 13 ⑪ 9 I 7 5 ③ 
日日 日日 日日 日日 日日 日日 日日 日

赤 勝� I場 上� i隣 山 上 勝 赤 勝� I易 上 勝 山 上
勝

勝
勝

勝
岩� I甫� 1主 第� t市 西 浦 石山� t甫� i主 第 洞i西

診 急2・9会
医 病 医 主~シN 病 医

療
病 医 病 医 病 医

再E
療 療

院 院 院 所 院 院 所 院 院� F完 院 所 院 院 所

く
な
っ
て
い
ま
す
。

の
一
つ
で
す
。

*対象者 個人あてに通知しま

す。� 

※ 母子手帳，印鑑をご持参く

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おしらせ

MUS04
テキストボックス
二月の健康メモ




